
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

「
今
、
駅
。
帰
り

ま
す
」
と
１
１
時
過

ぎ
に
、
メ
ー
ル
す
る

と
「
無
視
」と
返
信
。

「
仕
事
中
カ
ッ
パ

   （１） 

 

 

す
。 

 

大
型
及
び
速
達
郵
便
を
扱
う
第

二
普
通
郵
便
部
で
は
、
受
入
れ
場
で

の
仕
分
け
作
業
が
倍
増
し
、
応
援
者

や
ゆ
う
メ
イ
ト
の
配
置
で
処
理
を

し
て
い
ま
す
。
作
業
場
の
レ
イ
ア
ウ

ト
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
速
達
と
羽

田
区
分
場
が
３
階
に
な
り
、
２
階
の

受
入
れ
場
・
収
集
選
別
場
か
ら
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
の
搬
送
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
同
じ
フ
ロ
ア
よ
り
無

駄
が
多
く
結
束
に
影
響
が
出
て
い

ま
す
。 

 

夕
方
以
降
は
、
連

絡
便
の
到
着
時
間

と
結
束
時
間
に
余

裕
が
無
い
た
め
に
、

優
先
局
あ
て
や
近

県
局
あ
て
の
郵
便

物
の
抜
出
し
を
し

て
何
と
か
結
束
に

間
に
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
大
型
郵
便
も

８
月
２
２
日
よ
り
銀
座
局
で
は
、

「
郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再

編
」
に
よ
り
、
麹
町
・
赤
坂
局
の
差

立
と
高
輪
局
の
到
着
区
分
の
業
務

移
管
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

銀
座
支
部
で
は
、
銀
座
局
の
局
舎

の
構
造
や
要
員
不
足
の
問
題
、
集
配

業
務
と
の
関
連
も
あ
る
中
で
、
受
け

入
れ
は
困
難
で
あ
る
と
の
見
解
表

明
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ま
で
の
芝
・
高
輪
局
に
加

え
、
新
た
に
麹
町
・
赤
坂
局
か
ら
１

４
便
の
連
絡
便
が
到
着
し
て
い
ま
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の
中
は
ム
シ
ム
シ
。
今
は
涼
し
く

秋
の
虫
」
と
さ
ら
に
返
信
。
酔
い

の
な
か
俺
も
詩
人
だ
な
と
一
人

悦
に
▼
配
達
先
の
小
さ
な
神
社

に
「
国
民
の
手
で
つ
く
ろ
う
美
し

い
日
本
の
憲
法
」
と
謳
い
憲
法
改

正
を
求
め
る
署
名
用
紙
が
置
い

て
あ
る
。
送
付
先
は
「
美
し
い
憲

法
を
つ
く
る
国
民
の
会
。
「
日
本

会
議
」
の
改
憲
運
動
別
動
隊
だ
▼

元
号
法
制
化
、
国
旗
国
歌
法
制

定
、
教
育
基
本
法
改
正
、
夫
婦
別

姓
反
対
、
外
国
人
参
政
権
反
対
や

従
軍
慰
安
婦
、
侵
略
戦
争
の
否

定
、
歴
史
教
科
書
の
作
成
を
進
め

て
き
た
。
署
名
、
地
方
議
会
で
の

決
議
そ
し
て
国
会
議
員
と
の
連

携
。
彼
ら
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
国

民
運
動
」
で
あ
る
▼
現
政
権
の
閣

僚
２
０
人
の
う
ち
１
６
人
が
日

本
会
議
と
一
体
の
「
日
本
会
議
国

会
議
員
懇
談
会
」
メ
ン
バ
ー
。「
日

本
会
議
」
は
安
倍
を
育
て
、
安
倍

内
閣
を
作
っ
た
張
本
人
で
あ
る

▼
彼
ら
の
暗
躍
を
黙
認
、
無
視
は

で
き
な
い
し
、
彼
ら
の
思
い
通

り
、
虫
の
い
い
世
の
中
に
は
さ
せ

な
い
。
お
や
じ
ギ
ャ
グ
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
こ
の
秋
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
久
） 

 

多
数
の
応
援
者
が
連
日
２
１
時
台

ま
で
入
り
結
束
さ
れ
て
い
る
状
態

で
す
。 

書
留
郵
便
な
ど
を
扱
う
特
殊
郵

便
部
で
も
、
夕
方
以
降
の
受
入

れ
・
差
立
て
処
理
の
ピ
ー
ク
時
に

は
、
受
入
れ
開
被
場
所
の
狭
さ
も

あ
り
結
束
処
理
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
で
す
。
第
二
普
通
郵
便
部
同

様
、
優
先
局
あ
て
の
郵
便
物
を
抜

出
て
、
結
束
し
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
一
般
書
留
と
簡
易
書
留
の
合

納
や
、
一
般
書
留
と
簡
易
書
留
の

表
札
の
付
け
違
い
に
よ
り
、
一
般

書
留
が
簡
易
書
留
に
混
入
し
て
し

ま
う
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
回
の
郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
再
編
で
、
銀
座
局
で
は
正
社

員
が
３
名
し
か
増
員
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
期
間
雇
用
社
員
は
多
数
雇

 

日
本
郵
便
は
、
全
国
的
に
新
た
な
集
中
局
を
建
設
し
、
郵
便
内

務
事
務
の
集
中
処
理
、
機
械
化
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
、

北
部
局
（
和
光
市
）
を
新
た
に
開
局
し
、
新
東
京
、
東
京
多
摩
局

に
も
一
般
局
の
郵
便
事
務
を
移
管
。
銀
座
局
で
は
、
新
た
な
業
務

移
管
に
よ
り
要
員
不
足
で
労
働
強
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

新人で～す。よろし

く！ 

ー地本新役員紹介－ 

みなさん、こんにちは、こ

の前初めて地本の会議に出

ました。色々な議論が交わさ

れました。全然解らない話ば

っかりでした。会議に出れる

時は出席して色々勉強して

いきたいと思います。非正規

のみなさんもたくさん組合

に参加してよりよい組合を

作って行きましょう。よろし

くお願いいたします。 

 地本執行委員 

  阿部 充昭（王子支部） 

用
さ
れ
ま
し
た
が
、
仕
事
が
忙
し

く
正
社
員
が
少
な
い
た
め
に
、
丁

寧
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
短
期
間
で
辞
め
て
し
ま
い
、
常

に
新
し
い
期
間
雇
用
社
員
を
募
集

し
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
退
職
者
の
あ
と
補
充

を
せ
ず
、
分
担
が
埋
ま
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
結
束
の
確

保
は
会
社
の
責
任
で
す
。
必
要
な

時
間
帯
に
必
要
な
要
員
を
確
保
す

べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
大
幅

な
増
員
が
必
要
で
あ
り
労
働
者
へ

の
さ
ら
な
る
負
担
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。 

 

会
社
の
責
任
で
大
幅
な
増
員
を

し
、
結
束
の
確
保
を
す
べ
き
で
す
。 

 

内部留保が約23兆円upして

377 兆円にも。「ため込まな

いで給料上げろ！」 



 
 

 

皆
さ
ん
、
秋
の
総
対
話
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
昼
休
み
の
こ
と

や
超
勤
の
こ
と
、
上
司
や
同
僚
の

こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
。
い
い

ん
で
す
よ
、
組
合
の
こ
と
で
な
く

て
も
。 

自
分
が
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と

や
最
近
や
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

自
分
の
こ
と
か
ら
話
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
こ
ん
な
取
り
組
み
が
１
０

月
１
日
か
ら
１
１
月
２
０
日
ま
で

全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
話
し
合
っ
た
こ
と

を
役
員
や
組
合
事
務
室
で
報
告
し

ま
し
ょ
う
。 

 

１
１
月
２
１
日
か
ら
３
０
日
ま

で
は
集
中
し
て
組
合
員
を
増
や
す

行
動
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
仲
間

が
増
え
れ
ば
み
ん
な
嬉
し
い
し
、

要
求
が
実
現
で
き
る
力
に
も
な
り

ま
す
。 

の
選
挙
区
で
野
党
共
闘
に
よ
る
勝

利
を
か
ち
と
っ
た
こ
と
の
意
義
が

語
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
争
法
に
基
づ
い
て
、
南
ス
ー
ダ

ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ 

に
お
け
る
「
駆
け
つ
け

警
護
」
「
宿
営
地
で
の
共
同
警
護
」

の
新
た
な
任
務
が
付
与
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
自
衛
隊
員

が
「
殺
す
、
殺
さ
れ
る
」
状
況
が
現

実
化
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

批
判
、
反
対
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。 ま

た
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設

反
対
の
沖
縄
県
に
対
す
る
福
岡
高

裁
那
覇
支
部
の
「
普
天
間
の
危
険
除

去
の
た
め
に
は
辺
野
古
以
外
に
な

い
」
と
い
う
政
府
の
言
い
分
を
鵜
呑

み
に
し
た
判
決
、
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド

基
地
建
設
で
の
本
土
機
動
隊
の
導

入
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

重
機
搬
入
な
ど
暴
力
的
で
法
律
を

無
視
し
た
形
で
の
強
行
に
対
す
る

大
き
な
怒
り
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。 安

倍
政
権
は
憲
法
違
反
、
民
主

主
義
と
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
り

「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
暴
走
を
続

け
て
い
ま
す
。
集
会
参
加
者
た
ち

は
「
戦
争
法
廃
止
」
へ
向
け
さ
ら

に
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ
っ
て

あ
き
ら
め
ず
に
闘
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
集
会
を
前
に
し
て
、

             

他
国
を
武
力
で
守
る 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
を
柱
と
し
た
安
全

保
障
関
連
法
＝
戦
争
法

が
強
行
採
決
さ
れ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
１
年
を
迎

え
た
９
月
１
９
日
、
国

会
正
門
前
に
お
い
て

「
戦
争
法
廃
止
」
を
求

め
る
行
動
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
雨
が
降
り

続
く
中
、
続
々
と
人
の

波
が
押
し
寄
せ
て
き

て
、
２
３
０
０
０
人
の 

 
 
 
 

 

参
加
者
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
集
会

と
な
り
ま
し
た
。 

民
進
党
、
共
産
党
、
社
民
党
、

生
活
の
党
の
４
野
党
、
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
、
立
憲
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
会
、
マ
マ
の
会
、
元
シ

ー
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
、
弁
護
士
、

沖
縄
の
仲
間
等
々
次
々
に
発
言
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

方
か
ら
こ
の
１
年
間
の
署
名
行

動
、
４
野
党
と
市
民
が
一
体
と
な

っ
て
反
対
行
動
を
と
り
く
み
、
参

議
院
選
挙
へ
と
結
合
さ
せ
た
こ

と
、
２
３
の
１
人
区
の
う
ち
１
１

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

１
０
月
５
日 

 
 

 

６
５
歳
裁
判
判
決
１
３
時

３
０
分 

高
裁
７
１
７
号 

 

１
０
月
６
日 

 
 

 

戦
争
法
廃
止
！
憲
法
を
生

か
そ
う
！ 

総
が
か
り
行

動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 
 

 

北
と
ぴ
あ 

１
８
時
３
０ 

分
～
２
１
時 

 

１
０
月
１
６
日 

 
 

 

秋
の
レ
ク 

秩
父
バ
ス
ツ 

ア
ー 

 

１
０
月
１
９
日 

 
 

 

国
会
前
１
９
日
行
動 

 

 

１
０
月
１
日
～
１
１
月
２
０
日 

 
 

 

全
国
・
秋
の
総
対
話
運
動
期 

 
 

 

間 

東
京
地
本
は
京
橋
で
の
街
頭
宣
伝

行
動
を
９
月
１
５
日
に
お
こ
な
い

ま
し
た
。
私
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル
を

聞
き
、
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ
て
く

れ
た
仕
事
帰
り
の
若
い
女
性
が

「
私
も
何
回
か
国
会
に
行
き
ま
し

た
」
と
。「
是
非
、
１
９
日
も
国
会

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
と
、

「
わ
か
り
ま
し
た
」
返
っ
て
き
ま

し
た
。 

東
京
地
本
も
諦
め
ず
に
、
引
き

続
き
戦
争
法
廃
止
、
沖
縄
新
基
地

建
設
反
対
、
安
倍
政
権
退
陣
の
声

を
上
げ
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

先の第５回定期大会で東京地方本部体制が確立

されたのに伴い、堀川宇喜文、浅川喜義、谷川紀

子執行委員、高井道典会計監査が退任されました。 

 堀川執行委員は、教宣担当としてみんなに読ま

れる魅力ある機関紙作成、そして、時世にあった

学習会を企画してきました。 

 浅川執行委員は、労契法２０条裁判の原告の一

人として、非正規労働者の待遇改善を求め、この

たたかいを多くの労働者に広げるために奮闘され

ました。 

谷川執行委員は、女性が良い環境で働き続けら

れる職場づくりをめざして努力しています。 

高井会計監査は、組合財政をきちんと監 

査していただきました。 

谷川、浅川さんは、引き続き本部執行委 

員として組合の発展にご尽力いただきたい 

と思います。お疲れさまでした。 

 



 


